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１　
「
早
稲
田
大
学
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
構
築
の
経
緯
　
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（
以
下
セ
ン
タ
ー
と
略
す
）
で
は
、
前
身
の
大
学
史
編
集
所
に
お
け
る
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
編
纂
過
程
で
学
苑
の
歴
史
に
関
わ
る
多
く
の
写
真
（
古
写
真
）
を
収
集
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
写
真
資
料
は
、
年
史
編
纂
に
有
用
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
学
校
や
学
生
達
の
歴
史
を
可
視
化
す
る
貴
重
な
歴
史
資
料
で
も
あ
る
。
特
に
、
東
京
専
門
学
校
創
設
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
の
写
真
資
料
は
、
当
時
の
写
真
機
材
の
普
及
率
、
関
東
大
震
災
や
戦
時
下
の
空
襲
に
よ
る
損
失
に
よ
っ
て
、
そ
の
多
く
が
現
存
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
残
さ
れ
た
写
真
資
料
は
非
常
に
歴
史
的
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
り
、
大
学
に
関
わ
る
歴
史
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
近
代
史
（
特
に
東
京
を
中
心
と
し
た
都
市
史
）
に
と
っ
て
も
利
用
価
値
の
高
い
資
料
で
あ
る
。
　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
写
真
資
料
を
整
理
し
、
利
便
性
の
高
い
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
一
般
に
公
開
す
る
た
め
の
作
業
を
新
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開
に
つ
い
て
檜
皮
瑞
樹
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進
め
た
。
一
連
の
作
業
は
佐
藤
能
丸
氏
を
中
心
に
行
わ
れ
、
二
〇
〇
一
年
に
「
早
稲
田
大
学
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
し
て
、
早
稲
田
大
学
創
立
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
た
早
稲
田
大
学
お
よ
び
大
隈
重
信
等
の
大
学
関
係
者
に
関
わ
る
写
真
資
料
三
〇
三
二
レ
コ
ー
ド
を
公
開
し
た
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
早
稲
田
大
学
文
学
部
内
に
設
置
さ
れ
た
サ
ー
バ
ー
（
ア
ド
レ
ス
はhttp://database.littera.w
aseda.ac.
jp
、
以
下
「
文
学
部
リ
テ
ラ
サ
ー
バ
ー
」
と
表
記
す
る
）
で
公
開
さ
れ
、
社
会
的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
た１
。
　
し
か
し
、
二
〇
〇
七
年
春
の
段
階
で
、「
文
学
部
リ
テ
ラ
サ
ー
バ
ー
」
を
製
作
し
た
委
託
業
者
と
の
管
理
・
補
修
契
約
が
終
了
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
「
文
学
部
リ
テ
ラ
サ
ー
バ
ー
」
の
製
作
経
緯
や
業
者
と
の
契
約
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
、
「
早
稲
田
大
学
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
文
学
部
で
製
作
し
た
サ
ー
バ
ー
に
「
間
借
り
」
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
二
〇
〇
一
年
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
・
公
開
以
後
、
サ
ー
バ
ー
の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
は
学
内
他
機
関
に
依
存
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
、「
早
稲
田
大
学
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
、
登
録
さ
れ
て
い
た
メ
タ
デ
ー
タ
（
写
真
デ
ー
タ
を
含
む
）
の
修
正
・
追
加
が
困
難
で
あ
っ
た
ば
か
り
か
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
内
に
登
録
さ
れ
て
い
た
メ
タ
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
保
有
し
て
い
な
か
っ
た２
。
ま
た
、「
文
学
部
リ
テ
ラ
サ
ー
バ
ー
」
は
、
サ
ー
バ
ー
内
に
登
録
さ
れ
た
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
困
難
な
だ
け
で
な
く
、
管
理
・
運
用
も
停
止
し
た
状
態
で
あ
り
、
サ
ー
バ
ー
そ
の
も
の
が
い
つ
停
止
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
態
に
あ
っ
た３
。
い
い
か
え
れ
ば
、「
早
稲
田
大
学
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
メ
タ
デ
ー
タ
喪
失
な
ど
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
存
続
の
危
機
的
な
状
態
に
あ
り
、
緊
急
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
性
が
生
じ
た
。
２　
「
文
化
資
源
情
報
ポ
ー
タ
ル
」
に
つ
い
て
　
上
記
の
件
と
並
行
し
て
、
文
化
推
進
部
を
中
心
に
学
内
の
文
化
資
源
を
一
元
的
に
管
理
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
が
議
論
さ
れ
て
い
た
。
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文
化
推
進
部
は
二
〇
〇
七
年
四
月
、
学
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
を
効
果
的
に
社
会
に
発
信
す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
経
緯
・
目
的
に
つ
い
て
は
初
代
部
長
瀬
戸
直
彦
氏
の
言
葉
を
引
用
す
る
。
　
「
そ
こ
で
二
〇
〇
七
年
、
創
立
一
二
五
周
年
記
念
事
業
に
お
け
る
今
後
の
理
念
の
一
つ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
『
積
極
的
な
地
域
社
会
へ
の
貢
献
』
に
基
づ
き
、
本
部
事
務
機
構
の
一
つ
と
し
て
『
文
化
推
進
部
』
が
発
足
し
ま
し
た
。
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
、
會
津
八
一
記
念
博
物
館
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
三
文
化
機
関
の
ま
と
め
役
と
し
て
、
本
学
の
文
化
情
報
を
一
元
的
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
　
多
元
性
、
多
様
性
に
富
ん
だ
本
学
の
文
化
資
源
に
つ
い
て
、
包
括
的
な
視
点
か
ら
、
整
理
・
研
究
・
保
存
お
よ
び
展
示
を
行
い
、
さ
ら
に
三
文
化
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
。
図
書
館
と
も
連
携
し
つ
つ
、
積
極
的
に
文
化
情
報
を
世
界
へ
発
信
し
、
本
学
の
文
化
資
源
を
広
く
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
す４
。」
　
こ
の
「
三
文
化
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
一
環
と
し
て
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
・
會
津
八
一
記
念
博
物
館
・
演
劇
博
物
館
の
三
機
関
が
所
蔵
す
る
文
化
資
源
（
所
蔵
資
料
・
美
術
品
・
研
究
成
果
な
ど
）
を
共
有
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
が
構
想
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
　
二
〇
〇
七
年
よ
り
文
化
推
進
部
と
三
機
関
の
担
当
者
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
、
第
一
段
階
の
作
業
と
し
て
計
画
さ
れ
た
の
が
「
文
化
資
源
情
報
ポ
ー
タ
ル５
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
三
機
関
が
そ
れ
ま
で
独
自
に
外
部
資
金
な
ど
で
構
築
・
運
用
し
て
い
た
所
蔵
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
横
断
的
に
検
索
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
、
文
化
資
源
を
共
有
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
二
〇
〇
七
年
時
点
で
、
セ
ン
タ
ー
「
早
稲
田
大
学
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
ほ
か
、
演
劇
博
物
館
の
「
九
州
地
区
劇
団
検
閲
台
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」、「
現
代
演
劇
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上
演
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
な
ど
一
〇
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
會
津
八
一
記
念
博
物
館
の
「
會
津
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
明
器
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）、「
近
代
美
術
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
な
ど
七
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
既
に
公
開
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
演
劇
博
物
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
独
自
に
構
築
し
た
サ
ー
バ
ー
に
よ
っ
て
、
セ
ン
タ
ー
と
會
津
八
一
記
念
博
物
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
上
記
の
「
文
学
部
リ
テ
ラ
サ
ー
バ
ー
」
と
文
学
部
が
開
設
し
た
「
学
術
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://w
w
w
.littera.w
aseda.ac.jp/app/index.htm
l
）
に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
て
い
た
。
　
こ
の
「
文
化
資
源
情
報
ポ
ー
タ
ル
」
構
想
を
う
け
、
セ
ン
タ
ー
内
で
「
早
稲
田
大
学
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
今
後
の
運
用
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
た
。
特
に
、「
早
稲
田
大
学
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
が
実
質
的
に
機
能
停
止
状
態
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
速
や
か
に
解
決
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、「
早
稲
田
大
学
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
演
劇
博
物
館
が
運
用
す
る
サ
ー
バ
ー
に
移
行
す
る
こ
と
、
そ
の
上
で
三
機
関
所
蔵
資
料
の
横
断
検
索
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目
指
す
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
三
機
関
の
ワ
ー
キ
ン
グ
で
の
議
論
に
お
い
て
も
、
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
會
津
八
一
記
念
博
物
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
一
部
が
「
文
学
部
リ
テ
ラ
サ
ー
バ
ー
」
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、「
文
学
部
リ
テ
ラ
サ
ー
バ
ー
」
か
ら
デ
ー
タ
を
取
り
出
す
こ
と
、
演
劇
博
物
館
の
サ
ー
バ
ー
に
移
行
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
　
し
か
し
、
二
〇
〇
七
年
時
点
で
「
文
学
部
リ
テ
ラ
サ
ー
バ
ー
」
は
ア
ク
セ
ス
す
ら
困
難
な
状
態
で
あ
り
、
デ
ー
タ
の
「
救
出
」
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
作
業
に
お
い
て
は
文
化
推
進
部
の
宮
下
一
典
氏
の
協
力
を
得
て
、
外
部
業
者
に
よ
っ
て
メ
タ
デ
ー
タ
と
写
真
デ
ー
タ
を
取
り
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
　
そ
の
後
、
演
劇
博
物
館
の
山
本
浩
幾
氏
を
中
心
に
作
業
が
進
め
ら
れ
、
二
〇
〇
九
年
三
月
に
「
文
化
資
源
情
報
ポ
ー
タ
ル
」（http://
w
w
w
.enpaku.w
aseda.ac.jp/db/cr/portal/
）
が
公
開
さ
れ
、「
早
稲
田
大
学
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
新
し
い
体
制
で
の
公
開
・
運
用
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
さ
ら
に
、
二
〇
一
〇
年
度
か
ら
は
、
写
真
デ
ー
タ
の
追
加
作
業
を
行
っ
た
。「
早
稲
田
大
学
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
は
、
一
九
四
五
年
以
前
の
写
真
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
セ
ン
タ
ー
に
は
二
〇
〇
一
年
以
後
に
収
集
し
た
当
該
写
真
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
。
追
加
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作
業
の
第
一
段
階
と
し
て
は
、
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
一
九
四
五
年
以
前
の
写
真
資
料
の
追
加
を
行
い
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
に
、
約
三
六
〇
点
の
新
規
デ
ー
タ
を
追
加
し
た
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
は
一
九
四
五
年
以
後
の
写
真
資
料
を
膨
大
に
所
蔵
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
写
真
資
料
の
整
理
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
作
業
も
並
行
し
て
行
っ
て
い
る
。
た
だ
、
戦
後
の
写
真
資
料
の
公
開
に
は
、
肖
像
権
の
問
題
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
在
は
内
部
管
理
用
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
優
先
し
て
行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
　
ま
た
、
こ
れ
ら
写
真
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
・
公
開
は
、
二
〇
三
二
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
編
纂
に
お
い
て
も
必
要
と
さ
れ
る
作
業
で
あ
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開
と
と
も
に
、
広
報
課
等
が
所
蔵
す
る
二
〇
〇
〇
年
以
後
の
写
真
資
料
を
継
続
し
て
収
集
す
る
予
定
で
あ
る
。
註（
１
）　
例
え
ば
、
国
会
図
書
館
が
公
開
し
て
い
る
電
子
展
示
「
写
真
の
中
の
明
治
・
大
正
」
サ
イ
ト
内
で
、「
早
稲
田
大
学
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
が
リ
ン
ク
・
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
お
く
。
（
２
）　
写
真
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、
Ｃ
Ｄ
│
Ｒ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
│
Ｒ
な
ど
の
媒
体
で
保
有
し
て
い
た
。
（
３
）　
幸
い
に
し
て
二
〇
一
一
年
一
一
月
時
点
に
お
い
て
も
「
文
学
部
リ
テ
ラ
サ
ー
バ
ー
」
は
停
止
し
て
い
な
い
。
（
４
）　
瀬
戸
直
彦
・
十
重
田
祐
一
「『
早
稲
田
文
化
』
創
造
と
発
信
」（『Y
O
M
IU
RI O
N
LIN
E
』
キ
ャ
ン
パ
ス
ナ
ウ
・
二
〇
〇
九
年
盛
夏
号
、http://
w
w
w
.yom
iuri.co.jp/adv/w
ol/cam
pus/spreport_0908_01.htm
）。
（
５
）　
文
化
資
源
情
報
ポ
ー
タ
ル
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
本
浩
幾
「
早
稲
田
大
学
文
化
資
源
情
報
ポ
ー
タ
ル
の
公
開
」（『Y
O
M
IU
RI O
N
LIN
E
』
文
化
・
二
〇
〇
九
年
八
月
一
九
日
号
、http://w
w
w
.yom
iuri.co.jp/adv/w
ol/culture/bn2009.htm
）。
